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１ 調査の概要  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）調査の目的 

  ○ 国が全国的な児童生徒の体力・運動能力や運動習慣・生活習慣等を把握・分析することによ

り、児童生徒の体力・運動能力や運動習慣等の向上に係る施策の成果と課題を検証し、その改

善を図る。 

  ○ 各教育委員会が全国的な状況を踏まえ、児童生徒の体力・運動能力の向上に係る施策の成

果と課題を把握し、その改善を図るとともに、そのような取組を通じて、児童生徒の体力・

運動能力の向上に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

  ○ 各学校が各児童生徒の体力・運動能力や運動習慣、生活習慣等を把握し、学校における体

育・健康等に関する指導などの改善に役立てる。 

（２）調査の対象及び調査内容 

 調査対象 調査内容 

児童生徒 

・小学校、義務教育学校前期課

程及び特別支援学校小学部の

5年生全員 

・中学校、義務教育学校後期課

程、中等教育学校前期課程及

び特別支援学校中学部の2年

生全員 

・実技に関する調査（以下「実技調査」という。測定

方法等は新体力テストと同様（P29を参照）） 

握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、20

ｍシャトルラン（中学校は 20ｍシャトルランに

替えて持久走も可）、50ｍ走、立ち幅とび、ソフ

トボール投げ（中学校はハンドボール投げ） 

・質問紙調査（運動習慣、生活習慣等） 

学  校 

・小学校、中学校、義務教育学

校、中等教育学校及び小学部

もしくは中学部を置く特別支

援学校の全校 

・質問紙調査（児童生徒の体力・運動能力、運動習

慣等の向上に係る学校の取組等） 

（３）調査の方法 
   悉皆調査 

（４）調査の実施期間 
   令和５年（2023年）４月から令和５年（2023年）７月末までの期間で実施 

（５）実施学校数・児童生徒数（札幌市を含む公立学校） 

 

 

 

   

○ 本資料において、北海道及び全国の状況は、いずれも公立学校について示したもの 

○ 国における実技調査、児童生徒質問紙調査、学校質問紙調査の回答の精査に当たっては、性別不

明など一部のデータは集計・分析の対象外 

○ 児童生徒質問紙と学校質問紙調査のレーダーチャートは、全国の割合を 100 とした場合の北海

道の値（チャート指数：北海道の割合÷全国の割合×100）で表示 

○ 本調査結果は、児童生徒の体力・運動能力の特定の一部分であること、学校における教育活動の

一側面に過ぎないこと 

【留意事項】 

北海道 実施校数（校） 児童生徒数（人） 

 

全国 実施校数（校） 児童生徒数（人） 

小学校 963 36,976 小学校 18,693 977,758 

中学校 597 34,605 中学校 9,426 867,847 

合 計 1,560 71,581 合 計 28,119 1,845,605 

 

用 語 解  説 

体力合計点 
種目によって単位が異なる測定値を、単位が共通な 10点満点の「ものさし（尺度）」に
変換し、８種目の結果を合計した得点（80点満点） 

Ｔ得点 
全国平均値に対する相対的位置を示し、単位や標準偏差が異なる調査結果を比較 
（全国平均を 50とした時の数値） 

総合評価 体力合計点の高い順にＡ～Ｅの５段階で評価（項目別得点表及び総合評価基準表はＰ30 を参照） 

 

【用語説明】 


